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II 

(1) 

0 ≦ 𝜃 < 2𝜋において、−1 ≦ 𝑥 ≦ 1。 

 

(2) 

cos2 𝜃 = 1 − sin2 𝜃 = 1 − 𝑥2なので、①は1 − 𝑥2 + 𝑥 + 𝑎 = 0となる。この式を変形すると𝑥2 − 𝑥 − 1 = 𝑎と

なるので、𝑓(𝑥) = 𝑥2 − 𝑥 − 1である。 

 

(3) 

𝑦 = 𝑓(𝑥)のグラフを−1 ≦ 𝑥 ≦ 1の範囲でプロットすると、下図のようになる。 

 

①が解を持つには、𝑦 = 𝑎と𝑦 = 𝑓(𝑥)が交点を持つことが必要なので、−
5

4
≦ 𝑎 ≦ 1であることが条件とな

る。 
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(4) 

𝑥 = sin 𝜃は−1 < 𝑥 < 1 の場合に𝜃として 2 つの解を持つことに注意する。以下、𝑎が小さい方から順に 

(a) 𝑎 = −
5

4
のとき、2 個 

(b) −
5

4
< 𝑎 < −1のとき、4 個 

(c) 𝑎 = −1のとき、3 個 

(d) −1 < 𝑎 < 1のとき、2 個 

(e) 𝑎 = 1のとき、1 個 

(f) それ以外、0 個（解なし） 

となる。 


